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No.579たまかわたまかわ

いずみ幼稚園いも掘り体験より（10月20日）いずみ幼稚園いも掘り体験より（10月20日）いずみ幼稚園いも掘り体験より（10月20日）稚園いも掘り体いずみ幼稚園いも掘り体験より（10月20日）

どろんこになりながら、みんなで仲良く　　を収穫どろんこになりながら、みんなで仲良く　　を収穫どろんこになりながら、みんなで仲良く　　を収穫いもいもいも

こんなにいっぱい
　　　　とれました！
こんなにいっぱい
　　　　とれました！
こんなにいっぱい
　　　　とれました！



村内小中学校の児童・生徒の絵画を展示

写真愛好家による写真展

 絵画クラブ員の作品を展示した絵画展

 160点が出品された山野草展（10月18日～19日）

 多種多様の個人作品展

高齢者作品展示会

 菊花愛好会員から233点が出品された菊花展
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催
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催

玉
川
村
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文
化
祭
開
催

 
平
成
26
年
度

　

10
月
18
日
か
ら
11
月
９
日
ま
で
、た
ま
か
わ
文
化
体
育
館
を
メ
イ
ン
会
場
に
、

文
化
・
芸
術
の
祭
典「
平
成
26
年
度
玉
川
村
民
文
化
祭
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

期
間
中
の
11
月
２
日
に
は
、
村
制
施
行
60
周
年
記
念
事
業「
第
４
回
た
ま
か

わ
産
業
ま
つ
り
」も
同
時
開
催
さ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
、
作
品
展
や

芸
能
発
表
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

た
ま
か
わ
産
業
ま
つ
り
の
記
事
は
、
12
月
号
に
掲
載
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。

民話や昔話を披露した“語り部”
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■村長賞（厚物の部）　　眞弓　時伸（蒜　生）
　村長賞（管物の部）　　須藤　ヤイ（小　高）
■教育長賞　　　　　　鈴木　喜一（　吉　）
■村議会議長賞　　　　眞弓　時伸（蒜　生）
■公民館長賞　　　　　眞弓　福代（蒜　生）
■福島民友新聞社賞　　鈴木　喜一（　吉　）
■ＪＡ玉川支店長賞　　眞弓　福代（蒜　生）
■会長賞　　　　　　　須藤　ヤイ（小　高）
　会長賞　　　　　　　鈴木　民枝（　吉　）
 

■村長賞　　　　　　　大野ヒサ子（南須釜）
■村議会議長賞　　　　車田　常代（小　高）
■教育長賞　　　　　　鈴木　節子（岩法寺）
■会長賞　　　　　　　奥野　四郎（　中　）
■公民館長賞　　　　　矢吹マキ子（小　高）
■福島民友新聞社賞　　野口　信次（　中　）
■ＪＡ玉川支店長賞　　双里　トク（　中　）
■商工会長賞　　　　　石井フクヨ（南須釜）
■特別賞　　　　　　　須合　米子（岩法寺）
■努力賞　　　　　　　永林　正三（　中　）
　努力賞　　　　　　　溝井　良仲（小　高）
■花ごよみ賞　　　　　溝井カヨ子（南須釜）
　花ごよみ賞　　　　　須藤　秋子（川　辺）

15団体、22の演目が披露された芸能発表会（11月9日）

茶の作法を楽しんだ秋の茶会

文化と芸術の秋文化と芸術の秋文化と芸術の秋

■日本赤十字社福島県支部長賞
　奥野　四郎（　中　）

■日赤福島県支部県中地区長賞
　川田　啓子（岩法寺）

■福島県老人クラブ連合会長賞
　石井　　實（小　高）

■石川地方老人クラブ連合会長賞
　溝井テルヨ（小　高）

■村老人クラブ連合会長賞
　曲山敬三郎（蒜　生）
　双里　トク（　中　）

■村長賞
　野崎　　　（川　辺）
　眞弓　敬　（蒜　生）
　永林　惠治（　中　）
　小林ハツヨ（竜　崎）
　塩澤　忠一（北須釜）
　　谷　和子（南須釜）
■村社会福祉協議会長賞
　須藤　登子（川　辺）

ひょうたんで作成したランタン生け花体験コーナー

　永林　正三（　中　）
　草野　トリ（岩法寺）
　岡部　榮子（竜　崎）
　榊枝　綾子（北須釜）
　塩澤トミヨ（南須釜）

■村議会議長賞
　眞弓　悦子（蒜　生）
　小林　知子（竜　崎）

■教育長賞
　坂本美代子（川　辺）
　倉鎌　德三（岩法寺）

■公民館長賞
　小林マサ子（小　高）
　櫛屋　クニ（竜　崎）
■商工会長賞
　矢部　　淳（川　辺）
　曲山フミ子（蒜　生）
　首藤キヨ子（小　高）
　小林　　次（竜　崎）
　小山田ヒロ（南須釜）

■ＪＡ玉川支店長賞
　小針　善美（川　辺）
　湯澤　光七（小　高）
　瀨谷　安子（北須釜）
　石森ハナヨ（山小屋）
　塩田　千枝（四辻新田）

■産業まつり実行委員会長賞
　小林　早苗（竜　崎）
　草野　政美（ Ｊ Ａ ）

■産業まつり賞
　関根　カツ（川　辺）
　矢部　征子（川　辺）
　曲山ノブ子（蒜　生）
　眞弓　照子（蒜　生）
　矢吹トヨイ（小　高）
　溝井喜代美（小　高）
　溝井　貞子（小　高）
　小針トミヨ（　中　）
　髙林アキヱ（　中　）
　小針イサヨ（　中　）
　大竹　忠博（岩法寺）

　仁井田ミサ子（竜崎）
　小原フジヨ（南須釜）
　小原　嗣男（南須釜）
　眞野目フサ子（南須釜）
　渡邊ナツヨ（北須釜）
　鈴木　　孝（北須釜）
　石森　フミ（山小屋）
　石森　仲夫（山小屋）
　関根ヨシ子（四辻新田）
　高林きくみ（ Ｊ Ａ ）
　鈴木美津枝（ Ｊ Ａ ）
　高坂　光憲（ Ｊ Ａ ）
　髙林　浅吉（ Ｊ Ａ ）
　鈴木　要二（ Ｊ Ａ ）

■村制施行60周年記念賞
　須藤せい子（川　辺）
　曲山　道子（蒜　生）
　湯澤　英雄（竜　崎）
　永林　正雄（ Ｊ Ａ ）
　鈴木　重勝（ Ｊ Ａ ）
  【※敬称略】

菊花展特別受賞者

第95回玉川山野草展

玉川村高齢者作品展示会並びに農産物品評会受賞者　※（　）は所属老人クラブ
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す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
が

笑
顔
で
成
長
し
て
い
く
た
め
に

　
平
成
24
年
８
月
、
日
本
の
子
ど

も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る
様
々
な
課

題
を
解
決
す
る
た
め
に
、「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
法
」と
い
う
法

律
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
と
関
連
す
る
法
律
に

基
づ
い
て
、
幼
児
期
の
学
校
教
育

や
保
育
、
地
域
の
子
育
て
支
援
量

の
拡
充
や
質
の
向
上
を
進
め
て
い

く「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」が
平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。

　
制
度
の
概
要
と
利
用
に
必
要
な

手
続
き
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

  

幼
稚
園
と
保
育
所
の

　
　
　
制
度
を
統
一
化

 

　
現
行
制
度
で
は
、
村
が
村
内
の

幼
稚
園
と
保
育
所
で
か
か
る
、
教

育
・
保
育
に
必
要
な
経
費
を
支
出

し
て
い
ま
す
が
、
新
制
度
で
は
、

村
内
外
を
問
わ
ず
、
幼
稚
園
、
保

育
所
、
さ
ら
に
は
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
に
直
接
給
付
を
行
う
仕
組
み

に
変
わ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
新
し
く
村
の
認
可
を
受

け
た
地
域
保
育
所
な
ど
も
給
付
対

象
と
な
り
ま
す
。

  

幼
稚
園
・
保
育
所
な
ど
の

利
用
手
続
き
が
変
わ
り
ま
す

 
「
保
育
の
必
要
性
の

　
　
認
定
制
度
」が
導
入

 

　
新
制
度
で
は
、
就
学
前
の
子
ど

も
の
教
育
・
保
育
を
保
障
す
る
た

め
、
新
た
に「
給
付
制
度
」、「
保

育
の
必
要
性
の
認
定
制
度
」が
導

入
さ
れ
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
給
付
対
象
の
施
設

や
事
業
の
利
用
を
希
望
す
る
保
護

者
の
方
は
、
表
１「
支
給
認
定
の

３
つ
の
区
分
」の「
保
育
の
必
要

性
」に
応
じ
て
支
給
認
定
を
受
け

て
の
施
設
利
用
に
な
り
ま
す
。
村

内
の
施
設
利
用
の
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
表
２「
村
内
施
設
の
利
用

手
続
き
の
流
れ
」の
と
お
り
で
す
。

 

所
得
に
応
じ
た
保
育
料
に

 

　
新
制
度
に
移
行
す
る
幼
稚
園
・

保
育
所
等
の
保
育
料
は
、
所
得
な

ど
に
応
じ
て
、
国
が
定
め
る
水
準

を
上
限
に
村
が
決
定
し
ま
す
。

　
な
お
、
保
育
料
に
つ
い
て
は
、

現
行
の
保
育
料
を
参
考
に
現
在
検

討
中
で
す
の
で
、
決
ま
り
次
第
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

 

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
村
教
育
委
員
会

　
☎
５
７
ー

４
６
３
３

　
役
場
健
康
福
祉
課

　
☎
５
７
ー

４
６
2
３

表1　支給認定の3つの区分

表2　村内施設の利用手続きの流れ

※私立幼稚園に入園を希望すると
きは、各園に新制度に移行する
幼稚園か現行制度のまま継続す
る幼稚園か確認してください。
※広域保育所を希望する場合は、
健康福祉課へ相談してください。

※私立幼稚園は、新制度（施設型給付対象）に移行する幼稚園と現行制度（私学助成対象）のまま継続する幼稚園に分か
れます。新制度に移行しない幼稚園を希望する場合、支給認定は必要ありません。村立幼稚園は、全て新制度適用に
なります。

幼稚園（１号認定）を希望するとき

幼稚園に直接利用の申し込みをします

幼稚園・認定こども園から入園の
内定を受けます

幼稚園・認定こども園を通じて、
村に「保育の必要性」の認定申請
をします

村から認定証が交付され、幼稚
園を通じて手渡されます

保育所（２号認定、３号認定）を
希望するとき

保育所に「保育の必要性」の認定
申請と併せて、利用の申し込み
をします

村で「保育の必要性」の認定と、
申込者の希望や保育所の利用状
況などを見て、調整をします

村から、認定証と「入所承諾書」が
送付されます（継続の利用者は保
育所から手渡されます）

入園  ・ 入 所
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人権擁護委員に委嘱状交付及び感謝状贈呈
　10月14日、村役場正庁において人権擁護委
員委嘱状等伝達式が行われました。
　はじめに、今回退任された吉村忠雄さん（南須
釜）及び塩澤英子さん（同）へ、法務大臣からの
感謝状が進藤公孝福島地方法務局郡山支局長よ
り伝達されました。

　続いて、10月１日付けで法務大臣から人権擁
護委員として、髙原志乃婦さん（小高 : 再任）、
小林彦次さん（竜崎 :再任）、圓谷榮さん（南須釜 :
新任）及び　川昌美さん（同 : 新任）の４名に委
嘱状が交付されました。
　任期は平成 29 年９月30日までの３年間で、
人権尊重の活動等にご尽力されます。委嘱状が交付された人権擁護委員の皆さん

左から髙原さん、小林さん、圓谷さん、　川さん

感謝状を受けた塩澤さん（左）と吉村さん（右）

石川地方「守る・支える・つながる命」講演会のお知らせ

～乗り越えられない壁はない～

1974年東京生まれ。
高校１年の春、バイク事故で全身の
41％にやけどを負うが奇跡的に一命
をとりとめた。３年間の入院で33回の
手術をし、それまでの外観を失うも、
多くの出会いから生きる意味を知る。

講師  古市佳央さん

Furuichi
Yoshio

平成26年工業統計調査を実施します
○平成26年工業統計調査は、従業員４人以上の全ての製造事業所を対象に、平成26年12月
31日時点で実施します。
○工業統計調査は、我が国における工業の実態を明らかにすることを目的とする政府の重要な
調査で、統計法に基づく報告義務のある基幹統計調査です。
○調査の結果は、中小企業施策や地域振興など、国及び地域行政施策のための基礎資料とし
て利活用されます。
○調査票にご記入いただいた内容は、統計作成の目的以外（税の資料など）に使用することは絶
対にありません。
○調査の趣旨・必要性をご理解いただき、ご回答をよろしくお願いいたします。

経済産業省・都道府県・市区町村
工業統計キャラクター
コウちゃん

平成26年度 

生きる意味とは

 ▶問い合わせ先　健康福祉課　☎５７－４６２３

入場無料
（申込不要）

＊ご家族みんなでお越しください＊

日 時

ところ たまかわ文化体育館

平成26年 12月６日（土）
13時30分～15時（13時開場）
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TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

熱心に説明を聞く須釜小児童

ニュースポーツ“３輪バギー”を楽しむ参加者

俳句で最優秀を受賞した曲山喜代子さん

３位入賞を果たした玉川村代表チーム

市町村ゲートボール大会

　

10
月
10
日
、
平
成
26
年
度
石
川
地
方

住
民
総
参
加「
地
域
安
全
の
日
」大
会
が

平
田
村
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

大
会
で
は
、
優
良
防
犯
功
労
者
や
団

体
へ
の
表
彰
を
は
じ
め
、
防
犯
俳
句
・

川
柳
な
ど
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

村
内
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
良
防
犯
功
労
団
体
】

　

た
ま
か
わ
元
気
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

【
優
良
防
犯
功
労
者
】

　

大
和
田
真
知
子（
南
須
釜
）

【
俳
句
の
部
】

▼
最
優
秀　

曲
山
喜
代
子（
蒜
生
）

【
川
柳
の
部
】

▼
優　

秀　

奥
野　

四
郎（
中
）

▼
佳　

作　

眞
弓　

幸
子（
蒜
生
）

市町村対抗大会で３位入賞

わたしたちの村を探検

地
域
の
安
全
安
心
を
め
ざ
し

ス
ポ
ー
ツ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

　

10
月
11
日
、
村
民
グ
ラ
ン
ド
及
び
た

ま
か
わ
文
化
体
育
館
に
お
い
て
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
し
て
村
民
の
交
流
を
深
め

る「
た
ま
か
わ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

2
0
1
4
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
５
種
目
の

競
技
に
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

約
2
2
0
人
が
参
加
し
、
気
持
ち
よ
い

汗
を
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
競
技
終
了

後
に
は
、
村
食
生
活
改
善
推
進
員（
よ

つ
ば
の
会
）に
よ
る〝
す
い
と
ん
汁
〞が

振
る
舞
わ
れ
好
評
で
し
た
。

た
ま
か
わ
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ

　10月３日、須釜小学校の３年生児童が、総合学習
と社会科授業の一環として、村の文化財や観光名所、
各施設などを探検しました。
　働く人々にインタビューすることで、自分たちは、
多くの人と関わっていること、働く大切さ・大変さ
を気づいてもらう学習内容となっていました。
　役場を訪れた児童らは、職員から説明を受けると、
メモを取ったり、質問したり、熱心に学習していま
した。

　10月５日、県内各地から市町村代表の32チームが
出場し、さゆり公園ふれあい広場（西会津町）で、第
24回県市町村ゲートボール大会が開催されました。
　大会では、市町村代表として選手たちの白熱した戦
いが繰り広げられ、玉川村チームは、決勝トーナメン
トまで進みましたが、惜しくも準決勝戦で敗退し、３
位入賞となりました。
　選手の皆さんお疲れさまでした。

須釜小の校外学習
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TAMAKAWATAMAKAWATAMAKAWA

　11月16日に開催される第26回市町村対抗福島県縦断
駅伝競走大会に出場する玉川村選手団の結団式が10月
16日、すぱーく玉川で行われました。
　式では、25名の選手が一人ずつ紹介された後、本部
長の石森村長が岩谷唯義監督に団旗を手渡し激励しまし
た。最後に、選手団を代表して、関根聡主将（川辺）が
大会へ向けて力強く決意表明をしました。

　10月２日、平成26年度上半期分の新生児誕生祝
い金支給式が役場正庁で行われ、３名の該当者に石
森村長から一人ひとりに祝い金が手渡されました。
　村では、第３子以降のお子さん誕生を祝うととも
に、出生児の健やかな成長を願い祝い金を支給して
おり、第３子に10万円、第４子以降は20万円が支給
されます。
　今回の該当者は、すべて第３子でした。

駅伝玉川村選手団結団式

玉川村の名誉と誇りをかけて

新生児誕生祝い金支給式

お子さんの誕生をお祝い

　

10
月
17
日
に
泉
中
学
校
で
、
10
月
18

日
に
は
須
釜
中
学
校
で
、
そ
れ
ぞ
れ
学

校
祭
が
一
般
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

泉
中
の
有
志
発
表
で
は
、
漫
才
や
ダ

ン
ス
な
ど
が
発
表
さ
れ
、
須
釜
中
で
は

「
ド
ラ
え
も
ん
は
22
世
紀
に
帰
る
べ
き
で

あ
る
」と
題
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
デ
ィ
ベ
ー

ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
会
場
を
沸
か
せ

て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
意
見
発
表
会
や
合
唱
コ

ン
ク
ー
ル
な
ど
行
わ
れ
、
生
徒
た
ち
は

日
頃
の
学
習
と
活
動
の
成
果
を
精
一
杯

発
表
。
訪
れ
た
地
域
の
方
々
や
保
護
者

か
ら
、
惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

中
学
校
で
学
校
祭

　

溝
井
賢
一
郎
さ
ん（
小
高
）が
、
９
月

22
日
に
岩
手
県
で
開
か
れ
た
第
18
回
ア

ジ
ア
マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
に
出
場
し
、
70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の

男
子
Ｍ
70
ク
ラ
ス
・
１
０
０
ｍ
走
で
タ

イ
ム
14
秒
18
で
７
位
入
賞
し
た
ほ
か
、

同
時
開
催
さ
れ
た
全
日
本
大
会
で
も
、

60
ｍ
走
で
５
位
、
1
0
0
ｍ
走
で
も
６

位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

10
月
２
日
役
場
を
訪
れ
、
石
森
村
長

に
入
賞
を
報
告
し
た
溝
井
さ
ん
は「
次
の

大
会
で
も
上
位
入
賞
目
指
し
た
い
」と
更

な
る
向
上
心
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

マ
ス
タ
ー
ズ
陸
上
競
技
大
会

ア
ジ
ア
大
会
で
大
活
躍

誕生祝い金が贈られた皆さん

決意を新たに団結する玉川村選手団

須釜中３年生によるディベートのようす

石森村長へ入賞を報告した溝井さん（右）
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健健 だよりだより健 だよりだより健

けんこう

だより幸幸幸幸

 

　冬に流行しだす感染症は、「インフルエンザ」・「ＲＳウイルス」・
「マイコプラズマ肺炎」・「おう吐下痢症（感染性胃腸炎）」など、特
に乳幼児がかかると重症化するものがあります。
　もちろん大人もかかります。

冬 の 感 染 症 対 策冬 の 感 染 症 対 策

　僕は、公務員の父、良妻賢母の母、
スポーツも勉強も出来る優秀な弟、
少し勝気な妹に囲まれ違和感を持ち
ながら生活している。その違和感が何なのか、町は
ずれの岬にたたずむ黒い塔に行った時にカタチにな
る。そこには死んだはずのおじいちゃんが住んでい
て、僕に善とは何か？悪とは何か？を問う。僕は今
まで信じていた、親の言うこと、学校の言うことが
本当に正しいことなのか疑問を持つ。少年の冒険と
成長を描いた感動作 !!

　ある日突然はじまった怒涛の介護

生活。甘いモノ好きが祟り父は若く

して認知症に、そして母は卵巣ガンで闘病。犬のク

ロまでもが要介護状態に、会社勤めをしながら介護、

看病と奔走する娘は心労のあまり心療内科をさまよ

う日々…。こんな不運続きの岡崎家にあかるい明日

はくるのか？ツライ毎日を前向きに変えたのは「笑

い」のパワーだった。

　子ども向けの科学えほんって知っていますか？「科学」と聞いただけで、

理科の勉強・知識の本で、むずかしそうと思っていませんか？そんなことは

ありません！子どもが「なぜ？」「どうして？」と不思議に思った時に楽しく遊

び感覚で読めるのが科学えほんです！「へびに耳ってあるの？」「みかんって

１房に400 粒も入っているんだって！」「アリジゴクの巣って、どうやって作っ

てるの？」などなど、科学えほんには子どもの好奇心を満たし、大人でも驚

くような発見が満載です！是非、親子で家族で読んでみて下さい。 

科学えほんって知ってますか？科学えほんって知ってますか？

笑う介護。
松本　ぷりっつ／
岡崎　杏里　著

僕とおじいちゃんと魔法の搭１～６
香月　日輪　著

冬の感染症予防の３大ポイント！
予防がイチバン予防がイチバン予防がイチバン

外出時は
マスクで予防

うがいと
手洗いは丁寧に！

抵抗力をつける！

免疫力をつける！

　感染症のほとんどは、手洗いとうがいで予防することが
できます。特に乳幼児がいる家庭では、兄弟姉妹や大人
が家にウイルスを持ち込まないようにしましょう。

　まずは体力をつけること。十分な栄養と睡眠を心がけ、
適度な運動も必要です。

　インフルエンザについては、できるだけ予防接種を受け
ましょう。乳幼児を守るには、親が接種することが効果
的です。

感染経路を絶つ！1

2

3

★今月の新着オススメ本 【クックちゃん文庫（公民館内）☎57－4632】

お 知 ら せクックちゃん文庫から
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お
知
ら
せ

Information

たまかわスポーツフェスタより（10月11日）

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
27
年
３
月
大
学
等
を
卒
業

予
定
の
方
、
又
は
平
成
24
年
３
月

以
降
に
卒
業
し
、
現
在
就
職
活
動

を
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
正
社

員
で
雇
用
す
る
計
画
の
あ
る
県
内

企
業
と
の
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
事
前
申
込
不
要
で
す
。
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
等

　

11
月
26
日（
水
）

●
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

　

午
後
０
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

０
時
50
分

●
事
業
所
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム

　

午
後
０
時
50
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
１
時
50
分

●
合
同
就
職
面
接
会

　

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

午
後
３
時
45
分

▼
開
催
場
所

　

ビ
ッ
ク
パ
レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま

　
（
郡
山
市
南
２
丁
目
52
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
労
働
局
職
業
安
定
課

　

☎
０
２
４
ー
５
２
９
ー
５
３
９
６

個
人
事
業
税
納
期
の
お
知
ら
せ

 　

個
人
事
業
税
と
は
、
事
業
を
営

ん
で
い
る
個
人
に
課
税
さ
れ
る
県

の
税
金
で
す
。
今
年
度
の
第
２
期

分
の
納
期
限
は
12
月
１
日（
月
）

で
す
。
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通
知
書
に

よ
り
、
納
期
限
ま
で
に
最
寄
り
の

金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
預
金
口
座
か
ら
振
替
納

税
を
す
る
方
法
も
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
新
た
に

口
座
振
替
を
申
し
込
ま
れ
た
場
合

は
、
来
年
度
か
ら
の
取
り
扱
い
と

な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
県
中
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
一
課　

事
業
税
チ
ー
ム

　

☎
０
２
４
ー
９
３
５
ー
１
２
５
１

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー
で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
事
前
予
約
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

▼
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
会
社
登
記
、
相

続
、
遺
言
、
多
重
債
務
、
成
年
後

見
等
に
関
す
る
法
律
相
談

▼
開
催
日
時
及
び
場
所

●
12
月
４
日（
木
）

　

午
後
５
時
〜
午
後
８
時

　

マ
イ
タ
ウ
ン
白
河
２
階

　
（
白
河
市
本
町
２
）

●
12
月
18
日（
木
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

　

須
賀
川
中
央
公
民
館
２
階

　
（
須
賀
川
市
八
幡
町
１
３
４
）

▼
予
約
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　

白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
セ
ン

タ
ー

　

☎
０
２
４
８
ー
２
３
ー
１
７
８
５

（
平
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
）

年
末
年
始
の
ご
み
収
集

し
尿
汲
取
の
お
知
ら
せ　

 

▼
燃
え
る
ご
み
の
収
集

●
年
末
：
12
月
30
日（
火
）ま
で
取
集

●
年
始
：
１
月
５
日（
月
）か
ら
収
集

※
詳
し
く
は
、
玉
川
村
ご
み
分
別

収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

▼
し
尿
汲
取

　

12
月
12
日（
金
）ま
で
に
役
場

住
民
課
で
申
込
を
し
た
も
の
に
つ

い
て
は
、
年
内（
12
月
26
日（
金
）

ま
で
）に
汲
取
を
行
い
ま
す
。
年

始
は
１
月
５
日（
月
）か
ら
汲
取

を
行
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

玉
川
村
役
場
住
民
課

　

☎
５
７
ー
４
６
２
４

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
帳
を

発
行
い
た
し
ま
す

 　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
12
月
中

に
順
次
、
新
し
い
福
島
県
版
の
電

話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事
業
所
へ
お

届
け
い
た
し
ま
す
。
現
在
お
使
い

の
電
話
帳
は
、
お
届
け
の
際
に
回

収
い
た
し
ま
す
の
で
配
達
員
へ
お

渡
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ

　

☎
０
１
２
０
ー
５
０
６
３
０
９

○総　務　課
　　５７－４６２１

○住　民　課
　　５７－４６２４

○須 釜 支 所
　　５７－２０６１

○税　務　課
　　５７－４６２２

○会　計　室
　　５７－４６２５

○健康福祉課
　　５７－４６２３

○保健センター
　　３７－１０２４

○産業振興課
　　５７－４６２７
　　５７－４６２９

○農業委員会
　　５７－４６２８

○地域整備課
　　５７－４６２６
　　５７－４６３１

○議会事務局
　　５７－４６３０

○教育委員会
　　５７－４６３３

○公　民　館
　（文化体育館）
　　５７－４６３２
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須釜中「舘山祭」より（10月18日） 泉中「いずみ祭」より（10月17日）

短

歌

詠

草

集

さ
る
な
し
俳
句
会
十
月
句
会
吟
詠

年金確保支援法による後納制度の再勧奨の実施
　年金確保支援法による後納制度については、平成27
年９月30日までの時限措置であることから、利用促進
を目的とした再勧奨を行います。
　後納制度は無年金及び低年金の防止を目的とされてい
ることから、今回の再勧奨は特に無年金の防止を図るた
め、受給資格期間（300月）に満たない方等にお知らせを
送付します。
　対象者は以下のとおりです。

■対象者
　以下のいずれにも該当する方
　・45歳以上
　・納付及び免除の合計月数が300月に満たない方（納付
及び免除の合計月数については、厚年、船保及び共済
期間を含む月数にて算出します。）
　・過去に後納保険料の申込みを行ったことがない方
※平成24年から平成25年に実施した“後納事前お知らせ”
が未送達となった方等、一部除外条件があります。
▶問い合わせ先
　郡山年金事務所　☎024－932－3434

雨
降
ら
ず
地
割
れ
の
畑
に
野
菜
ら
の
必
死
で
生
き
る　

姿
愛
し
も

吉
田
ハ
ツ
子

不
随
の
身
に
所
用
足
し
く
れ
る
夫
な
り
感
謝
し
つ
つ
の
幸
せ
の
日
々

小
針　

ミ
サ

今
は
亡
き
夫
の
好
み
し
味
噌
汁
を
今
朝
も
つ
く
り
て
墓
前
に
供
う

草
野
ケ
サ
子

夏
休
み
子
ら
の
向
か
う
は
林
の
中　

甲
虫
な
ど
今
日
も
探
し
て大

木　

淑
子

賑
や
か
な
家
族
を
希
み
し
夫
な
れ
ば
曾
孫
の
来
る
を
た
の
し
み
に
待
つ

小
豆
畑
茂
登

寄
り
添
え
て
歩
め
ば
ま
ろ
き
母
の
背
に
花
は
散
る
散
る
香
を
乗
せ
て

芳
賀
多
美
子

仄
か
な
る
灯
り
を
と
も
し
帰
り
来
る
母
を
心
に
待
ち
し
幼
な
日小

木　

紀
恵

生
き
て
こ
そ
幸
せ
も
あ
り
舗
装
路
の
道
に
踏
ま
る
も　

再
生
の
花

須
藤　

洋
子

経
済
と
い
う
名
に
飼
え
る
牛
な
れ
ど
生
の
身
な
れ
ば
愛
し
さ
覚
ゆ

板
橋　

幸
恵

自
由
と
い
う
薬
は
過
ぎ
て
自
が
国
を
貶
め
て
来
し「
朝
日
」の
記
事
は

一　

平　

子

燎
原
の
火
の
ご
と
稲
を
刈
り
す
す
み 

　

仁

朝
焼
け
の
宙
に
う
な
ず
く
百
日
紅 

由

記

新
蕎
麦
や
薬
味
を
こ
ぼ
し
つ
つ
す
す
り 

真

知

箱
詰
め
の
野
菜
た
ち
ま
ち
秋
の
暮 

今

朝

背
な
の
児
の
眠
り
て
重
し
稲
の
秋 

　

公

骨
ま
で
も
魚
煮
込
み
し
今
日
の
月 

美

枝

満
月
や
牛
車
で
お
迎
え
来
る
よ
う
な 

仁

美

年
金

【送付されるお知らせ】
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泉保育所「おまつりごっこ」より（10月31日）

◆情報伝達手段
　村内 16 か所に設置してある防災行政無線及
び個別受信機から、一斉に訓練放送が実施され
ますので、実際の災害と間違わないでください。
 ▶問い合わせ先
　役場住民課 生活安全係　☎５７ - ４６２４

陸上自衛隊高等工科学生生徒募集

お誕生おめでとうございます（10月届出分）

地区名 出生児氏名 保護者名

　中　　　　小　林　瀬　那　　　幸　正

南須釜　　　小山田　　塁　　　　　智

　〃　　　　眞野目　柚　月　　　　洋

山小屋　　　石　森　　凛　　　　春　光

おくやみ申し上げます
地区名 死　亡　者 世帯主名

（10月届出分）

　次の方々から社会福祉活動資金として寄付を
いただきました。厚く御礼申し上げます。

（村社会福祉協議会：10月受領分）
川　辺

南須釜

北須釜

山小屋

川　崎　聖　幸
　　谷　勝　行
塩　澤　　誠
石　森　四郎一

福島県民共済生活協同組合

様

様

様

様

様

寄付ありがとうございます

11月１日現在の村のようす（前月比）

「特設人権相談所」開設のお知らせ

防災行政無線を用いた全国一斉
情報伝達訓練放送のお知らせ

　15歳から17歳未満の男子が対象の採用試験で
す。
　入校と同時に、特別職国家公務員になり通信制
の高等学校教育を受けながら将来、自衛隊の技
術陸曹を養成する制度です。
 
　一般採用試験
●受付期限　平成27年１月９日（金）まで
【１次試験】
●期　　日　平成27年１月24日（土）
●会　　場　白河市産業プラザ人材育成センター
●試験科目　国語・社会・数学・理科・英語・作文
【２次試験】
※１次試験合格者のみ案内いたします。
 
　推薦採用試験
■受付期限　平成26年12月５日（金）まで
■試  験 日　平成27年１月10日～12日のいずれか
■会　　場　陸上自衛隊高等工科学校（神奈川県）
■試験科目　口述試験・筆記試験・身体検査
 
▶問い合わせ先
　自衛隊福島地方協力本部　白河地域事務所
　☎０２４８－２４－０３７２

　人権相談とは、家庭内のもめごとや隣近所とのト
ラブル、いじめや差別などの相談に人権擁護委員
が応じます。
　人権擁護委員は相談を受けると、その内容を十
分に聴いたうえ、権利を守るために必要な手続きを
助言するなど、それぞれの場合に応じた解決の手
助けをします。
■開設日時　12月２日（火）午前10時～正午
■開設場所　・玉川村役場北庁舎会議室
　　　　　　・須釜公民館
※相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽
にご相談ください。
▶問い合わせ先　役場住民課　☎５７－４６２４

川　辺　　　川　崎　美智子　　  聖　幸
南須釜　　　　　谷　勝　男　　  勝　行　
北須釜　　　塩　澤　イ　ワ　　  　勝
山小屋　　　石　森　辰　三　　  四郎一

（ +  　 戸）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人 ）
（ －  　 人）

世帯数
人　口
　男
　女

戸
人
人
人

２，０7 9
６，8 6 8
3 ，4 0 8
３，4 6 0

 1
6
5
1

せ な

るい

ゆ ず

りん

平成26年11月28日（金）
午前11時00分頃
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◆玉川村虐待防
止センター専用
ダイヤル

☎080-5220-4623
※毎日24時間体制
で虐待にかかわ
る通報（連絡）や
相談を受け付け
ています。

●休日当番医の診療時
間は、午前8：30～午
後4：30までとなって
います。

※須賀川地区の在宅当
番医は、須賀川市保
健センター内の休日
夜間急病診療所で診
察しています。

　☎0248-76-2980
　須賀川市諏訪町67-1

コンサートのようす

森
昌
子
コ
ン
サ
ー
ト

数
々
の
名
曲
を
熱
唱
♪

　

10
月
25
日
、
村
制
施
行
60
周
年

記
念
事
業
と
し
て
、
森
昌
子
さ
ん

の
コ
ン
サ
ー
ト
が
た
ま
か
わ
文
化

体
育
館
に
お
い
て
、
昼
の
部
・
夜
の

部
と
２
回
公
演
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
大
ヒ
ッ
ト
し

た
デ
ビ
ュ
ー
曲
の
「
せ
ん
せ
い
」
を

は
じ
め
、「
哀
し
み
本
線
日
本
海
」

「
越
冬
つ
ば
め
」
な
ど
、
数
々
の
代

表
曲
を
熱
唱
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
詰
め
か
け
た
大
勢
の
観

衆
は
、
華
や
か
な
ス
テ
ー
ジ
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
た
森
昌
子
さ
ん
の

心
温
ま
る
歌
声
に
酔
い
し
れ
ま
し

た
。

●保育所
「おゆうぎ会」
●(元)骨盤呼吸教室

（9：30クラブ）
●(元)スポーツサロン
（13：00文体他）

●(元)子ども教室
（13：00文体）（休医）ふるどのクリニック

（古殿町）

●たまKonスポーツ
（12：00文体）

●クックちゃん文庫
　臨時休館日

●玉川村民卓球大会
（９：00文体）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）（休医）ひらた中央病院

（平田村）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

（休医）やまもと内科
クリニック（石川町）

（休医）ひらた中央病院
（平田村）

●親子教室
（10：00文体）

介護保険料：第6期
固定資産税：第3期
国民健康保険税：第6期
後期高齢者医療保険料：第5期

●（休医）・・休日当番医　　 ●（元）・・元気スポーツクラブ　●文体・・文化体育館　　　　●クラブ・・文化体育館クラブハウス　●保セ・・保健センター
●文庫・・クックちゃん文庫　●村グ・・村民グラウンド　　　●就改・・就業改善センター　●村体・・村民体育館　　　　●体セ・・体育センター

●(元)ラージボール卓球
（9：30文体）

●(元)フットサル教室
（19：00体セ）

●保育所
「保育納め」

●(元)ラージボール卓球
（9：30文体）

●(元)トレーニング教室
（19：00文体）

●健康推進ルーム利用不可

●3～ 4ヵ月児健診
（13:30公立岩瀬病院）
●(元)きっずたいいく教室

（15：30村体）

●(元)きっずたいいく教室
（15：30村体）

●(元)きっずたいいく教室
（15：30村体）

●すくすく広場
●(元)フラダンス教室

（9：30クラブ）
●(元)バドミントン

（19：00文体）
●(元)ヨガ教室

（19：15クラブ）

●クックちゃん文庫
　休館日

●クックちゃん文庫
　休館日

●いきいき教室
（11：00保セ）

●クックちゃん文庫
　休館日

●幼稚園・小中学校
　第２学期終業式
●すくすく広場
●クックちゃん文庫
　休館日

天皇誕生日

●(元)3Bたいそう教室
（9：30文体）

●(元)プール教室
（13：30プール）

●すくすく広場
●すくすくクラブ

（11：00保セ）
●(元)フラダンス教室

（9：30クラブ）
●(元)バドミントン

（19：00文体）
●(元)ヨガ教室（19：15クラブ）

●すくすく広場
●(元)バドミントン

（19：00文体）

●3歳児健診
（12：45保セ）

●１歳6カ月児健診
（13：00保セ）

●(元)3Bたいそう教室
（9：30文体）

●６・7ヵ月児健康相談
（９：30保セ）

●１歳児健康相談
（13：00保セ）

●(元)プール教室
（13：30プール）

●健康推進ルーム利用不可

●(元)ラージボール卓球
（9：30文体）

●(元)トレーニング教室
（19：00文体）

●健康推進ルーム利用不可

●(元)ラージボール卓球
（9：30文体）

●(元)フットサル教室
（19：00体セ）

●さわやか女性教室
（10：00保セ）

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：東部
不燃ゴミ：西部

資源ゴミ：西部
不燃ゴミ：東部

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

燃えるゴミ

延長窓口(～19：00)

延長窓口(～19：00)

延長窓口(～19：00)

延長窓口(～19：00)

●クックちゃん文庫
　休館日

●クックちゃん文庫
　休館日

●クックちゃん文庫
　休館日

●クックちゃん文庫
　休館日

12

日 月 火 水 木 金 土
121212 DecemｂｅｒDecemｂｅｒDecemｂｅｒ20142014

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

玉川村モバイルサイト

TAMAKAWA
MOBILE広報紙に掲載された写真が欲しい方は

　総務課広報広聴係（57－4621）まで
この広報誌は環境にやさしいインキと
再生紙を使用しております。


